
令和６年第１回琴浦大山警察署協議会開催状況 

開催日時 令和６年２月16日(金)午後１時30分から午後２時55分まで

開催場所 琴浦大山警察署　　

 委　　員 永岡会長、山根副会長、入江委員、榎原委員、清水委員　

 (定数６人) 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上５人

出 席 者 

 警　　察 宮田署長、松本管理官、豊嶋生活安全刑事課長、井上地域

課長、津田交通課長、山増警備課長、草竹会計課長、警務

課員、留置管理課員 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上９人

議　　　事　　　概　　　要

１　挨拶 

    会長、警察署長が挨拶を行った。 

 

２　令和６年鳥取県警察運営指針及び重点目標について 

　　管理官が、令和６年鳥取県警察運営指針及び重点目標について説明した。 

 

３　業務推進状況等説明 

　　生活安全刑事課長、交通課長及び地域課長が、令和５年12月末現在における管

　内の治安概況、業務推進状況等について説明した。 

　　委員からの主な意見、質疑等とそれに対する警察の回答は次のとおりであった。 

　　委員：２月11日、12日の山岳遭難救助については自分の周りでも「警察は本当

に良く救助できたね。」と話題になっていた。 

　　警察：今後も任務の重要性をよく認識し訓練を重ねていく。 

　　委員：登山届について下山した際の届出はあるのか。 

　　　　　ある場合は警察は突合しているのか。 

　　警察：紙や電子データなど届出方法が多岐にわたるが、紙ベースのものは回収

して突合している。 

　　委員：交通規制の関係で道路標示が見えにくくなっている場合があったが定期

的に補修しているのか。 

　　警察：随時点検を行い補修している。 

　　地域課長が、駐在所勤務員が中心となった特殊詐欺被害防止寸劇が県規模の会

　合で披露され、その様子が県警察のホームページに掲載されたことを報告した。 

 

４  逮捕術訓練の視察 

    委員が、逮捕術の基本訓練及び総合対処法訓練を視察した。 

　　委員からの主な意見については次のとおりであった。 

　　委員：短時間で相手を制圧することができれば、警察官や一般の方の受傷事故

　　　　の防止につながる。今後も訓練を重ねて練度を上げてもらいたい。　　　 

 

５　その他 

    次回協議会は、令和６年５月頃に開催する予定である。


